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Ⅰ　はじめに

１．先行研究 
　地理学において「景観」は伝統的なテーマで
ある。それは近代地理学の父の一人であるフン
ボルトが科学的な観察によって自然の姿を描写
したことから始まる。フンボルトの功績は世
界中の地理学に大きな影響を与え、とくにド
イツ地理学では”Landshaft”が盛んに取り上げ
られるようになった。このLandshaftには視覚
的、土地的な概念の両方が含まれる（井手・武
内,1985)。当然ながらそこには自然的な要素だ
けでなく、人文的な要素も内包されている。
　日本にLandshaftの概念を紹介した辻村
（1925）は、その訳語として「景観」を当て
た。現在の地理学においてLandshaftと景観は
同義語であるが、当時は異なる。辻村（1937）
は自然的な諸事象に客観性を求め、地形学や植
物生態学の手法を援用して景観を論じた。視認
可能な自然環境を重視したことは、植生を分析
した三好（1902）を、景観を捉えた研究成果と
して高く評価していることからもうかがえる。
自然的な側面を重視して景観を捉えたのは辻村
だけではない。野間（1963）も、景観の本質は
位置と自然的性質に関連性をもつ地域や土地の
複合体と述べている。したがって1970年代以前
の景観は、植生や地形などの自然的な諸事象を
中心とする概念であった（岡田,1987)。

　こうした景観概念の傾向が変化した契機と
なった一つが、Relphが1976年に著した『Place 
and Placelessness』である。日本では高野ほか
（1991）によって翻訳されると、景観は人々に
よって意味付けされているという考えが注目
されるようになった。景観に対する人々の認
識が重視され始めたことで、人々が公園に対し
てどのような印象を抱くかを検討した杉浦ほか
（1992）や、駅前広場を対象に景観の多様性と
好ましいあり方について心理学研究技法を用い
て知覚構造を考察した志水ほか（1993）などの
研究が蓄積された。また、能動的に見る人間に
よって主観的に構成される景観を「風景」と
して位置づけた分析（山野,1995）もなされる
と、実在する景観だけでなく、風景画も研究の
対象となっていった（西部,2006)。
　そして近年では、景観の印象を評価し、そ
の特性を景観の整備や形成に活用することが
検討、研究されている。例えば、瀬戸ほか
（2012）は京都市における市民参加型の調査で
選定された「良好な通り景観」の情報を景観計
画に活用するには定量分析のみならず、市民の
景観意識に関する定性分析も必要であることを
指摘した。また、平野（2019）は風力発電施設
の景観を定性的に分析し、風力発電施設は観光
資源となったり、景観阻害物として扱われたり
と、状況によって景観に対する印象評価が異な
ることを明らかにした。
　このように自然的な諸事象が重視されていた
景観は、1970年以降に人々の意識や価値観も重
視されるようになった後、近年では主観的に構
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成された景観を実存する景観に活用することも
検討されている。

２．研究目的 
　2005年に国土交通省は景観の整備や保全、景
観形成の支援を目指して景観法を全面施行し
た。景観法は景観の画一的な整備ではなく、地
域の個性や特色に応じた多様な景観の形成を図
ることを目的としている。景観法の施行を受け
て全国各地で景観計画の策定が進められ、「良
好な景観」を形成するために建築物や工作物の
高さや色彩、敷地面積などの形態意匠がコント
ロールされるようになった。
　研究対象地域の青森市でも同法に基づいて景
観形成に関する基本的な方針や行為の制限に
関する事項を定めた「青森市景観計画」１）が
2006年８月に策定された。この計画では景観課
題や景観特性に応じた景観の形成を目指すため
に、自然的景観、市街地景観、歴史・文化的景
観という３つの景観類型区分が設定されてい
る。自然的景観については、各地域の特性に
沿った海岸線や河川の保全と周辺環境の向上、
親水性に富んだ水辺空間の保全・形成が謳われ
ている。また、田園風景や山並み、海・半島の
景観を阻害しないよう建築物や工作物の高さ、
位置、色彩などが制限されている。次に市街
地景観に該当する商業地域や工業地域、住宅
地域、青森港ウォーターフロント地区では、ゆ
とりと潤いのある快適で魅力的な景観の整備が
促されている。加えて、ベイブリッジやアスパ
ム、八甲田丸などの特徴ある施設を活かした景
観の創出にも取り組んでいる。最後の歴史・文
化的景観では、北海道・北東北における縄文遺
跡群の世界文化遺産登録も念頭に置かれ、三内
丸山遺跡周辺と小牧野遺跡周辺が「景観形成重
点地区」に指定されている。一方で、自然的景
観や市街地景観も青森市固有の景観特性を有し
ているにもかかわらず、景観形成重点地区に含
まれていない。したがって、自然的景観や市街

地景観は歴史・文化的景観と比較して軽視され
ており、これら２区分における景観の整備や保
全には検討の余地がある。本稿が対象とする青
森市の海岸景観は自然的景観と市街地景観が混
在し、各地域は様々な景観特性を有している。
具体的には青森駅周辺からなる市街地景観、東
部と西部に自然的景観が広がり、景観課題や景
観方針は異なる。加えて上述した地域は青森県
最大の居住地域であるだけでなく、観光客も多
く訪れている。したがって青森市の海岸景観
は、構成要素と景観を評価する主体の２点にお
いて多様であり、こうした多様性、複雑性を踏
まえた海岸景観の整備と保全が求められる。
　以上より本稿は青森市の海岸景観が人々にど
のように評価され、評価された景観はどういっ
た地域性を有しているのかを明らかにすること
で海岸景観の観光利用を含むより良い景観の創
出に資することを目的とする。本稿の構成は以
下の通りである。まず第Ⅱ章では、SD法に用
いる質問項目と写真を選定した後、本論での分
析方法を説明する。続く第Ⅲ章では、SD法に
より青森市の海岸景観評価を把握し、主成分分
析とクラスター分析を用いて海岸景観の特性を
分類する。最後に第Ⅳ章では分析結果を基に分
類した海岸景観の特性と都市計画法や青森市景
観計画の方針との関係を考察する。

Ⅱ　分析方法

１．SD法に用いる質問項目
　海岸景観を捉えた先行研究には、松原ほか
（2005）や川谷ほか（2017）が挙げられる。
両研究では景観に対するイメージをSD法
（Semantic Differential Method）によって測
定している。SD法とは印象やイメージを、対
となる形容詞（形容詞対）を用いて５段階また
は７段階の尺度で回答させる方法である。SD
法は様々なイメージを測定することに用いら
れ、農村景観や街路景観などに対するイメージ



− 103 −

の測定を通して、地域づくりや地域活性化に活
用されている。両研究で用いられている形容詞
対は、前者では海岸景観評価で最も多用され、
かつ主成分分析において有意な形容詞対が利用
されている。後者では景観評価に関する既存論
文の中から回答傾向の類似性の高い形容詞対を
統合している。
　本稿では目的や分析手法が近しい川谷ら
（2017）の形容詞対を参考にした。観光地とし
て有名な沖縄の海岸を対象とした当該研究で
は、観光客向けの市販絵葉書を用いた分析が
行われている。観光地としてのブランドが確立
している地域を取り上げ、そのなかでも絵葉書
という観光的な景観の分析であるため、川谷ら
の選定した形容詞対には観光地としての魅力度
を評価する項目は含まれていない。これに対し
て本稿の研究対象地域である青森市は、総合戦
略や総合計画において観光地としてのブランド
力向上を目指しており、当該地域では景観の観
光地的な魅力を測定する社会的意義が大きい。
そこで本稿で用いる形容詞対には、河合・森
（2020）２）が主要な観光地のイメージを測定
するために用いた形容詞対も一部加えた。
　本稿では計23個の形容詞対を用いて1,200人
を対象にWebアンケート調査を実施し、SD
法によって景観に対するイメージを把握した。
回答者の属性は第１表に示した通りである。回
答者の出身地と居住地が、三大都市圏の位置す
る関東地方、中部地方、近畿地方で多いもの
の、属性の極端な偏りはない。なお、参考にし
た先行研究の形容詞対のなかで回答者がイメー
ジしにくい表現、例えば「力強い－力が弱い」
や「調和した－不調和な」は、「力強い－穏や
か」や「一体感がある―まとまりがない」のよ
うに修正した。

第１表　回答者の属性

2021年Webアンケート調査より

２．撮影方法 
  青森市は市街地のスプロール化や中心市街地
の空洞化、除雪費の財政圧迫という問題を抱え
てきた３）４）。このような問題から青森市は商
業施設や医療施設、行政施設等を青森駅周辺に
集積させ、中心市街地の再生を図った。それに
伴い青森市は中心市街地と郊外では建造物や土
地利用に違いがみられる。したがって、景観認
識の違いを捉える際には、この地域特性の差異
を考慮しなければならない。
  本稿では上述した地域差を考慮するために、
撮影地点を土地利用について定めた用途地域か
ら無作為に選定した。しかし、ランダムサンプ
リングのみでは、青森市が観光的な景観として
重視する地域が含まれない可能性がある。本稿
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では海岸景観の観光的な性格も把握するため、
アスパムやベイブリッジ、八甲田丸などの観光
施設が多く集積し、観光利用が促されている青
森港ウォーターフロント地区を別途選定した。
　選定した撮影地点を示したものが第１図であ
る。具体的に撮影地点の用途地域と地域名を
述べると、第１種住居地域「合浦公園海水浴
場」、第１種低層住居専用地域「油川海岸沿
い」、第２種中高層住居専用地域「油川ふるさ
と海岸海水浴場」、商業地域・準住居地域「サ
ンセットビーチあさむし」、工業専用地域「あ
おもり北のまほろば歴史館」、準工業地域「青
森漁港公園」、工業地域・青森港ウォーターフ
ロント地区「青い海公園」、青森港ウォーター
フロント地区・準工業地域「八甲田丸」の８地
点（第２図 A～H）である。
　本稿のWebアンケート調査は画面越しの回

答形式であるため、肉眼で見た景観と写真で見
た景観の印象の差異を最小にする必要がある。
写真を肉眼で見た景観に近づけるためには、視
野角と撮影位置の高さが重要となる。前者につ
いて、用いる写真は肉眼と同等の視野角で撮影
する。人の視野角に近い焦点距離は一般的に28
～35㎜とされている。被写体に歪みが発生しな
い範囲で可能な限り焦点距離を小さく設定する
ことで、より正確な視野角に近づけることがで
きることから、本稿では焦点距離28㎜を採用し
た。後者については、肉眼で見た景観の印象に
近づけるため、撮影位置の高さを人の目線の高
さに合わせる。本稿ではカメラレンズの中心を
日本人の成人平均身長である161㎝の高さに設
定し、撮影を行った。
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　１）矢印の向きは撮影方向を表す。
第１図　青森市の用途地域と撮影地点

　国土数値情報より作成
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１）各写真は2021年に筆者が撮影し、撮影地点の名称は以下の通りである。
A：合浦公園海水浴場　B：油川海岸沿い　C：油川ふるさと海岸海水浴場
D：サンセットビーチあさむし　E：あおもり北のまほろば館　F：青森漁港公園
G：青い海公園　H：八甲田丸周辺

第２図　撮影景観
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３．分析の手順
　SD法を用いた景観の分析には、因子分析や
主成分分析が利用されることが多い。因子分析
は、「行きたい－行きたくない、…」などの形
容詞対を用いて人々が各景観を評価し、「調和
性、…」などの共通因子を抽出する分析手法で
ある。そのため、被験者に提示する景観の写真
は青森市の海岸であっても、どこの海岸でもあ
まり影響はない。一方で主成分分析は被験者に
提示した写真の「調和性、…」などの支配因子
を見つけ出す分析手法である。例として、写真
Aは調和性、写真Bは独自性がある…のよう
に写真を分類することができる。因子分析は海
岸景観それ自体の印象を評価するが、主成分分
析は青森市における海岸景観の印象評価から、
写真別の特徴を分析することができる。そのた
め、青森市における各海岸景観の特性を分類す
る本稿では、写真の特徴を把握する必要から、
形容詞対の変数を要約し、要約したデータを基
に海岸景観の地域的な特徴を把握することがで
きる主成分分析を用いる。
　本稿では計23個の形容詞対を変数（第２表）
として用いて主成分分析を行い、固有値が１を
上回る成分を主成分として抽出する。抽出され
た主成分は成分負荷量行列にもとづいて命名
する。その後、これら主成分を用いてクラス
ター分析を行い、海岸景観の地域性を分類す
る。そして、クラスター分析によって得られた
各類型を地図化し、その分布と景観に関する施
策との関係を考察する。なお、本稿の主成分分
析とクラスター分析には統計分析ソフトのR
（Ver.4.1.0）を使用し、その後地理情報シス
テムQGIS（Ver.3.18）を用いて地図化す
る。

Ⅲ　分析結果

１．主成分分析の結果と主成分の解釈
　形容詞対23変数を用いた主成分分析により、
固有値が１を上回った第３成分までを主成分と
して取り上げた。上位３成分の累積寄与率は
98.0％である。抽出された上位３成分は成分負
荷行列に基づき（第３表）、第１成分「無機質
性」、第２成分「郷愁性」、第３成分「沿岸直
線性」と命名した。なお、P値を平均点で求め
ても、２乗で求めても大きく値が変わらなかっ
たため、本稿では熊谷・松原（2001）を参考に
平均点で求めた値を採用した。各主成分の特徴
は以下の通りである。
第１成分：「無機質性」
　第１成分は「雰囲気の良い」、「行きた
い」、「好感が持てる」、「（観光地として）

第２表　分析に用いた形容詞対
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優れている」の変数が−0.99以下の高い負の相 
関を示す。当該成分は負の極に、人々が海岸景
観に対して抱いている「雰囲気の悪い」や「行
きたくない」などのマイナスの印象と、「心躍
る」や「静かな」などといったプラスの要素が
影響している。これらはコンクリートや金属等
の無機質なものが作用していると考えられる。
そこで、第１成分は「無機質性」を表現してい
るとみなした。
第２成分：「郷愁性」 
　第２成分は「どこか懐かしい」が0.9、「見
慣れた」が0.7以上の正の相関を示す。一方、
「力強い」が−0.9、「都会的な」や「立体的
な」が−0.7以上の負の相関を示している。し
たがって第２成分は人々の記憶にある、どこか
惹きつけられるような景観が正の極に、人の動
きが活発で産業が発展しているような景観を負

の極に持つ成分である。そこで、第２成分を
「郷愁性」と命名した。
   第３成分：「沿岸直線性」
　第３成分に含まれる変数は１つのみで、「( 海
岸線の形状が）直線的な」が 0.8 以上の正の相
関を示す。そのため、第３成分は「沿岸直線性」
を表しているとみなした。

２．クラスター分析による海岸景観の類型化
　本稿のクラスター分析にはウォード法を用い
る。一般的にクラスター数はデンドログラムの
距離が長いところで切断して求める。しかし、
本稿では撮影地点が8つと少ないなかで地域差
をできる限り把握するため、事前にクラスター
数を設定できるというウォード法の特徴から第
３図に示した点線でデンドログラムを切断し、
４つのクラスター（ＣＬＵ１〜４）に分類し
た。CLU1からCLU4のクラスターは、そ
れぞれの特徴を踏まえ以下のように命名した。
CLU1：「都会的整備地域」
　第３成分が正の値で、第１成分と第２成分で
負の値が高い（第４表)。CLU1は海岸線の

第３表　主成分の成分付加行列
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１）点線はデンドログラムの切断面を表す。
２）図中のアルファベットは第2図の撮影景観
と対応している。

第３図　デンドログラム
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形状が直線的であり、「無機質性」が低いこと
から雰囲気が良く、好感の持てる地域である。
さらに、「郷愁性」が最も低くなっていること
から田舎風な景観ではなく、都会的で立体的な
景観に発展しているという特徴がある。このこ
とから「都会的整備地域」と命名した。
CLU２：「牧歌的地域」 
　第２成分は唯一正の値を示している。「郷愁
性」が高い。そのため当該景観はどこか懐かし
く、見慣れた景観であることがわかる。また、
建造物が少なく、平面的な地形であるため田舎
風な印象であるという特徴がある。以上より
CLU2を「牧歌的地域」と命名した。
CLU３：「都市産業地域」
　第１成分である「無機質性」の正の値が最も
高い。したがって雰囲気が優れておらず、人々
が足を運んだり、好感を抱いたりしにくい地域
である。また、第２成分の「郷愁性」が低いこ
とから、都会的で立体的な景観であることがわ
かる。これらからは建造物が多く、何らかの経
済活動が盛んであることが読み取れるため、建
設業や製造業などを中心とする地域であるとい
える。これらより「都市産業地域」と命名し
た。
CLU４：「現代的観光地域」 
　第１成分である「無機質性」の負の値が最も
高い。この点からCLU4は人々が好感を持っ
てその場所に行きたいと感じ、他のクラスター
と比べて雰囲気が最も良い景観であることがわ
かる。こうした特徴から観光地として優れてい
る地域であると解釈できる。また、第２成分の
「郷愁性」が負の値を示していることから、都
会的で力強く、目新しい景観であるという特徴

も有している。そのため、郷愁を感じるのとは
反対に、街並みが発展し現代的で目新しい地域
であると捉えられる。このことから「現代的観
光地域」と命名した。

Ⅳ．結論

　都市計画法や「青森市景観計画」における景
観整備の方針は、自然的景観や市街地景観、用
途地域といった景観の特性に応じて異なってい
る。本稿で分析したクラスターの分布からは、
以下で示す通り、方針と印象評価が概ね一致し
ていることがわかるものの、クラスターのなか
には景観整備に課題を抱える地域もある（第４
図)。
CLU1：「都会的整備地域」
　都会的で立体的な建造物が多く、人々に好ま
れる地域であるという特性があるCLU1は準
工業地域に属する。さらにCLU1は青森市景
観計画によって策定された青森港ウォーターフ
ロント地区でもある。CLU1は八甲田丸やア
スパム、ベイブリッジなどの施設を中心に人々
の交流・イベントや観光スポットとして活用さ
れている。青森港ウォーターフロント地区は特
徴的な施設を活かしつつ、一体感があり、埠頭
や海上からの眺望も望ましいものとなるように
配慮されている。CLU1の評価からは、青
森港ウォーターフロント地区の設定によって、
人々が訪れたい、雰囲気が良いと感じる、良好
な景観が創出されているといえ、青森市景観計
画の成果が指摘できる。
CLU2：「牧歌的地域」
　懐かしさを感じ、訪れたくなるような郷愁性
が強くみられるCLU2には、第２種中高層住
居専用地域と第１種低層住居専用地域、第１種
住居地域が該当し、これらの地域には油川ふる
さと海岸海水浴場や油川海岸沿い、合浦公園海
水浴場が含まれる。油川地区では、油川連合町
会やむつ湾をきれいにする会などの団体が定

第４表　各クラスターの主成分得点
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期的に海岸の清掃活動５）６）を行っている。ま
た、合浦公園では近隣の明の星学園が恒例行事
７）として、毎年海開きを前に清掃ボランティ
アを行っている。したがって、CLU2の郷愁
性は行政の施策や自然環境的な条件だけでな
く、居住者を中心とする自治活動によって保た
れていると考えられる。
CLU3：「都市産業地域」
　都会的で立体的な建造物が多く、人々が好感
を抱きにくい地域であるCLU３は、工業専用
地域と準工業地域に属している。これらの地域
では工業の利便性の向上が図られ、大規模な工
場が集積している。該当した用途地域に分類さ
れる対象地点は、あおもり北のまほろば歴史館
と青森漁港公園である。青森市景観計画におけ
る市街地景観の方針によると、工業地域は周辺
の住宅環境との調和や自然環境に配慮した景観

形成に努めなければならないとされている。し
かし、実際の対象地点にはオイルターミナルや
テトラポッド、人口岬などが立ち並び、人々か
らは好まれにくい傾向にある。そのため、当該
地域では企業敷地内での緑化や低木を活用した
ブラインドといった周囲の環境に馴染むような
景観の整備が求められる。
CLU４：現代的観光地域
　観光地として優れており、街並みが発展し現
代的で目新しい地域であるという特性がある
CLU4には、工業地域と商業地域・準住居地
域が該当した。該当した用途地域に分類される
対象地点は、青い海公園とサンセットビーチあ
さむしである。青い海公園は工業地域であり、
産業施設の建設が認められている地域である。
用途地域からは上述したCLU3と同様の傾向
が推察されるが、当該地域も青森港ウォーター
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１）用途地域を表す塗り分けは、第１図と同様である。
第４図　青森市の用途地域と撮影地点
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フロント地区に策定されており、これによって
人々に好まれるような景観整備が行われてい
る。サンセットビーチあさむしは２つの用途地
域に跨っている。このうち商業地域は浅虫温泉
駅の近隣が中心であり、準住居地域は主要道
路に沿って立地していることから、交通の便に
優れている地域であるといえる。また、商業施
設やレジャー施設、オフィスビルなどが充実し
ているため、観光に適しており、集客機能は高
い。
　このように都市計画法に基づく用途地域や青
森市景観計画で策定された景観類型区分と本研
究における海岸景観特性類型は概ね一致してい
た。そのなかでとくに注視すべきクラスターは
CLU3とCLU4である。CLU3の都市産
業地域を人々は雰囲気が悪く好感が持てない地
域と評価している。青森市の工業地域景観は
人々からマイナスのイメージを持たれている反
面、同じ工業地域でも青森市景観計画によって
ウォーターフロント地区に設定されているエリ
アは、人々から都会的であり観光地として適し
ていると評価されている。したがって用途地域
が工業地域であっても、景観の整備を促す施策
の実施によって人々のイメージを上塗りするこ
とが可能であり、この点から施策による景観の
積極的な整備の重要性がうかがえる。ただし、
残念ながら現在の青森市における景観整備につ
いての施策は、ウォーターフロント地区や縄文
遺跡群などに偏っている状況にある。青森市景
観計画において臨海部の工業地域景観は、海や
河川の環境保全に努めるとともに周辺の住宅環

境との調和に配慮し、郊外部では企業敷地内で
の緑化によって周囲の自然環境に配慮した景観
形成に努めることが示されている。しかし、実
際にはこの目標は達成されておらず、ゆとりと
潤いのある魅力的な市街地景観の創出が求めら
れる。
　こうした方向性は居住者からの評価を主とし
た景観であるが、近年では工業地域特有の金属
光沢や質感を活かした工場夜景が観光資源とし
て注目され、ナイトツーリズムの一つとして景
観が消費されている。こういったトレンドから
は青森市のように工業地域景観を周囲の景観に
馴染ませるような政策だけでなく、工業地域景
観の特徴を活かした観光地化の重要性もうかが
える。
　最後に本稿の課題を述べる。本稿で用いた第
３成分の「沿岸直線性」に関して、熊谷・松原
（2001）では「雰囲気がよい」という形容詞に
影響を与えている景観要素の１つに「海岸線形
状」があり、海岸線形状が直線だとプラスの影
響が強いことが指摘されている。しかし、本稿
では「雰囲気のよい」という形容詞に対して海
岸線の形状がそれほど強い影響を及ぼしていな
いという結果が得られた。本稿では主に形容詞
対の評価点から海岸景観の特性を分析し、形容
詞対の評価点に対してどのように影響を与える
かは分析していない。海岸景観の評価には景観
構成要素が大きな影響を与えると考えられるた
め、どのような景観構成要素が人々の海岸景観
に対する印象評価に影響しているのかを再考す
る必要がある。

附　記
　本稿のアンケート調査には2021年度青森中央学院大学共通研究費を使用した。また、本稿の調
査、分析、執筆は川浪、石塚、山田、大川が担当し、山本が分析に関する助言と修正を、庄子が本
稿全体の助言と修正を行った。
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